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新刊 

□森茂弥•城川四郎•勝山輝男•高橋秀男：ス 

ミレもタンポポもなぜこんなにたくましいのか 
人に踏まれて強くなる雑草学入門. PHP 研究所. 
213 pp .1993. ¥1，200. 

神奈川県植物誌(1988)は新たに収集した膨大 
な標本に基づき，県のアマチュアと専門家を総動 
員した詳細な記述と分布図を含む，県植物誌の傑 
作として後世に残る作品であるが，その作者の一 
人であり1991年に病没された森氏の遺稿を元に， 
三人が補筆編集したものである.雑草というと帰 
化植物がほとんどだから，その入門書と言っても 
よい.雑草とはどんな植物：超高層ビル街に生え 
る雑草：家の近くが好きな人里植物：有用植物も 
多いイネ科の雑草：旺盛な生命力の帰化植物：食 
ベられる雑草，の6章より成る.植物誌成作の体 
験で養われた鋭い観察眼が，植物の微妙な特性を 
記述している.キキョウソウの閉鎖花のこと，ハ 
キダメギクの舌状花の三つの切れ込みのこと， 
ジュズダマとハトムギの葉のにおいの違いのこと 
等々，雑草の入門書と言うよりは植物観察のヒン 
卜集と言ってよかろう.読む人がこれをまねて， 
観察と言うと名前を知れば終わりという通弊から 
抜け出してほしいものだ. （金井弘夫） 

□田中肇：花生態学入門•花にひめられたなぞ 
を解くために 174 pp . 1993.農村文化社.¥3,000. 

花粉がおしべからめしベへ運ばれる送粉機構に 
ついての，わが国はじめての教科書である.べつ 
に堅苦しいものではなぐ独学の著者の三十余年 
にわたる観察を整理し，見事なカラー写真を豊富 
に使ってわかり易く書かれている.写真にはすべ 
て撮影年月が付記されており，旧いものは 19 B 
年にさかのぼる.第一章動物媒花，第二章風媒 
花•水媒花，第三章同花受粉花，第四章花の性， 
終章植物群落と受粉より成り，第一章が全体の約 
半分を占める.材料はすべてそこらに見られる植 
物ばかりだが，その花の形，色，姿勢，行動など 
がどんな役割を持ち，どんな目的を持つかが，執 
拗な観察に基づいて解き明かされている.オオイ 
ヌノフグリの花柄の細さが送粉昆虫の選別に役立 


つ，などということは，永い観察の積み重ねがな 
ければ思い至らないだろう.こういう観察はただ 
よく見るだけでは足りず，一箇所に夜明けから日 
暮れまで座り込んで虫の来るのを待つというよう 
な，おそろしく根気のいる作業が必要である.写 
真にしてもこれだけ鮮明な一駒を得るには，何巻 
もの失敗作があるに違いない.それでも植物の生 
活史の重要な一面である送粉機構については，本 
書に記されたことはまだほんの一部に過ぎず，今 
後の多くの人の目によって解明されるべき問題が 
隠されている.専門家愛好家を問わず，植物に関 
心のある方には是非とも読んでもらいたい.それ 
によってこれ迄と違った植物の見方や考え方があ 
ることに気付くだろう.種子の散布機構や芽生え 
の行動などにも同様な問題があるのだが，集中し 
取り組む人がいない.短期にまとまった業績を要 
求される昨今の研究環境では，こういう仕事は割 
りが合わない.だから学界の趨勢などを気にせず 
にやれる，アマチュアの活躍の場が広い.本書に 
よってこういう観察に取り組む人がふえることを 
期待する. （金井弘夫） 

□TBQ ed . : Temperate Bamboo Quarterly Vol.1 

March 1993. アメリカでササ類を対象とした雑 
誌が発行された.分類などの基本的なことから， 
人の生活との関連，その利用等，ササに関係する 
様々なことを載せるのを目的として発刊されたも 
ので ある.日本はアメリカと共に ササの 宝庫で， 
その分類の確立や，利用の開発がのぞまれる.珍 
しい試みな ので 将来の発展を期待したい.年会費 
$25. 住所 ： TBQ 30 Myers Rd .， Summertown , 
Tenn . 38483-9768, USA . (山崎敬） 

□しだとこけ談話会： しだとこけ服部新佐先生 
追悼記念号. l 29 pp . 1993. ¥3,000+送料 ¥310. 

13件の追悼記念報文のほか，1992年5月12日 
亡くなられた服部新佐氏の思い出が16人によっ 
て語られている.服部氏が宮崎県飫肥町に研究所 
をつくり，これを蘚苔類の世界的な研究機関に育 
てあげたことはよく知られているが，その背景に 
は私財を投じた運営ばかりでなく，専攻者アマ 
チュアを問わず，誰にでもへだてなく研究協力を 
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おしまなかったことによって育成された人材が， 
それを支えたのだいうことが，誰の文章にも表れ 
ている.おさな友達•守永敏夫氏の韦辞や故•上 
村登氏の思い出は，服部植物研究所のいきさつや， 
それより以前の服部氏の行動を伝えるもので，知 
る人の少な^、貴重な記録だろう.第二次大戦敗戦 
直後の九州の田舎町（と言っては失礼だが）の小 
さな私立研究所，それもコケなどというマイナー 
(これまた失礼な言い方だが）な植物を対象とす 
る研究所が，植物研究の一分野の世界的なレベル 
アップにこれほどの業績を残すとは誰が予想した 
ろう.現在の東京でさえたくさんの私立研究所が 
あるのに，服部研に比肩すべきものはあるまい. 
しかし服部氏個人に会ってみれば，私には物腰の 
低い訥弁のおじさんとしか感じられなかった.研 
究と経営の希有の才に富み，それを表に出さない 
奥行きの深さをもった人物像が浮かびあがる.岩 
槻邦男氏の一文は，そういう異能の人の活動のむ 
づかしさをおしはかって書かれている.一読をお 
すすめする.連絡先〒606京都市左京区北白川追 
分町，京都大学農学部応用植物学研究室，長谷川 
二郎（電話〇 7 5-753-614 2 •振替京都 4-40906). 

(金井弘夫） 

□Lichens — Introduction, Lecanorales I (Flora of 
Australia vol . 54). A 4 版. xviii +349 pp .1992. 
AGPS (Australian Government Publishing Ser ¬ 
vice ), Canbera . ペーパーバック US $ 39.95, ハー 


ドカバー US $ 59.95. 

Flora of Australia はバクテリアを除く全ての 
オーストラリア産の植物を網羅するように企画さ 
れ，1981年に維管束植物の第1巻が出版された 
あと，これまでに12卷（1，3, 4, 8,18,19, 22, 25, 
29, 35, 45, 46) が発行されている.今回出版され 
た54巻は，全5卷 (54-58) で企画されている地 
衣類の最初の巻である.地衣類の第一冊というこ 
となので，序論から始まって，オーストラリアの 
地衣類研究史，地衣体の構造，構成藻，地衣成分， 
生態と地理分布やオーストラリア産地衣の属の検 
索などの総論に最初の94ページを使い，95ペー 
ジから各論が始まっている. Lecanorales のうち 
Aiectoriaceae ， Claaomaceae , Hypogymniaceae ， 
Pannariaceae など9科，28属，230種がこの巻に 
収められている.科，属，種についてはそれぞれ 
主な文献と簡単な記相文がある.又，属および種 
の検索表も完備している.種，変種については夕 
イプ標本，シノニムも記録され，主な標本も引用 
されている.さらに巻末には全ての種および変種 
のオーストラリアにおける分布図も掲載される入 
念さである.新種，新組合せ，および lectotype 
の選定は巻末にまとめてある.オーストラリア特 
産の Heterodea muelleri の精巧で綺麗な彩色画が 
扉を飾り，巻頭にある Figs . 1-32 の カラー 写真も， 
随所に挿入されている Figs . 33-99 の モノクロ 写 
真も見応えがある. （黒川逍） 



